２０１２年８月４日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第６章１１～２０節

・勉強：第２章４７、４８節、第３章４節

前回は第２章のテーマのうち、「アートマンの本性」と「カルマ・ヨーガ」について説明しました。
次の第３章のテーマもカルマ・ヨーガですが、第２章にもカルマ・ヨーガについての記述があります。

バガヴァッド・ギーターの各章のタイトルには、すべてヨーガという言葉が使われていますが、ヨーガの中で最も重要なのが、カルマ・ヨーガ、バクティー・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ、ラージャ・ヨーガの４つです。
バガヴァッド・ギーターにはカルマ・ヨーガについての記述が沢山ありますが、そもそもバガヴァッド・ギーターは戦場で語られた教えであり、戦いとはカルマのひとつの形なのです。

霊的な実践のために、仕事から離れ瞑想に没頭するというのは、特殊な状況です。
バガヴァッド・ギーターの教えはそれではなく、日常生活における霊的実践の道を示しています。

普通の聖典とこの点が大きく違います。

最近「オフィス・ヨーガ」という本を見かけましたが、これは霊的実践のための本ではなく、血流改善のためにオフィスでのストレッチについて解説しているものでした。

アルジュナにとっては戦い、主婦にとっては家事、育児、その他会社員、エンジニア、教師など、働きとは各人それぞれで違います。
バガヴァッド・ギーターはどのような人であっても、自分の仕事をしながら霊的実践が可能だと教えています。そうなると「自分には霊的実践のための時間がない」という言い訳は通用しません。
カルマ・ヨーガはバガヴァッド・ギーターの大きなテーマのひとつです。

第２章４７節を見て下さい。これは大変有名であると同時に、非常に混乱を与える節でもあります。
君には定められた義務を行う権利はあるが、その結果についてどうこうする権利はない。君は何らかの結果を求めて行為してはならず、また何もせぬという怠惰に陥ってもならぬ。
４つのポイントに分けて説明します。

(1) Karmanievadihikarahte

為すべきあなたの仕事(義務)をしなさい。
(2) Maphaleshu Kadachana
その仕事の結果はあなたのものではない。

(3) Ma Karmaphalah hetur bhur

仕事の結果を目的(動機)として仕事をしてはならない。

(なぜなら執着が生じ、それによって欲望が生まれ、カルマになるから)

(4) Mate sangha astu akarmani

仕事の結果が自分のものにはならないからといって、仕事をしないのは許されない。

カルマとは一般論で言えば、肉体、感覚、心、知性による行為です。
例えば肉体-歩く、感覚-見る、嗅ぐ、聞く、心-想像する、考える、知性-決定する、分析する、等々。
別な角度から見ると、Varna(カースト)、Asrama(人生の時期)、カルマの種類という考え方があります。

Varna  　　①Bramana　②Kshatriya　③Vaishya　④Sudra
Asrama　　 ①Brahmacharya(学生期)　②Garhastha(家住期)　③Vanaprasta(林住期)　

④Sannyasa(遊行期)
VarnaとAsramaの組み合わせで、その人がその時に為すべきカルマは違います。
また在家のためのカルマの種類としては、毎日行うべきニッティヤカルマ(Nitya　Karma)と、時々行うナイミッティカカルマ(Naimittika　Karma)があります。

ニッティヤカルマには５つのタイプのヤッギャー(Pancha Maha Yajna)があります。

この５つのヤッギャーは大変重要なので、覚えるようにして下さい。

1 Deva　 Yajna  (神を礼拝し聖火に供物を捧げる)
2 Rishi　Yajna　(聖典の勉強)
3 Pitri　Yajna　(先祖供養)
4 Nri　　Yajna　(弱い人間に対する奉仕)
5 Bhuta　Yajna　(動物に餌を与える)
ニッティヤカルマに対してナイミッティカカルマは毎日ではなく、子供が生まれた時、年に数回の祭りなど、たまに行うカルマです。
ではなぜ毎日行うニッティヤカルマが必要なのでしょうか？
それを説明する前に考えてほしいのですが、あらゆる生き物の中で一番利己的なのは何でしょうか？

それは人間です。人間は自分たちが食べるために大量の魚、鳥などの生き物の命を犠牲にしています。
数年前に流行した狂牛病の原因は、人間の強欲さです。本来草食動物である牛に、餌として羊の肉骨粉を与えたためです。人間の心の色々な欠点は、みな利己心から生まれています。
嫉妬、自惚れ、貪欲、すべて利己心から生まれます。自分や身内のためだけの行為の源は利己心です。
ニッティヤカルマはその正反対で、我々を非利己的にします。

皆さんの中の誰も自分独りだけで生きているわけではなく、他の多くの人に支えられています。
例えば私の着ているこの服、かけているメガネ、どちらも私が作ったものではありません。

我々の毎日の生活は他者の支えの上に成り立っていますが、我々は自分のことしか考えません。

稼いだお金はすべて自分と家族のために使います。

聖典の中には、非利己的になることが教えの目的だとは書かれていませんが、実際にはそれが目的なのです。
ギブ・アンド・テイクでこの世の中の命はスムーズにつながっていくのに、人はテイクすることばかり考えます。
昔ある王様がいて池を掘り、それを水ではなくミルクで満たしたいと考えました。
そして臣民に対して、夜の間に一人壺一杯ずつのミルクを掘られた穴に注ぐように命じました。
翌朝、王様がミルクで一杯になっている池を期待して見に行くと、そこにあったのは水の池でした。
他の人はミルクを持っていくだろうから、自分一人だけ水を注いでもわからないだろうと、皆が水を持って行ったためにそうなったのでした。これが利己的であることの例です。

「私は利己的に生きますがあなたは非利己的であって下さい」という自分勝手な考え方です。

ヒンドゥー教の聖典の考えでは、人生には４つの目的があります。
Dharma　　　　道徳的である
Artha　　　　 富を得る(但し道徳的な方法で)

Kama　　　　　欲望を満たす(但し道徳的な方法で)

Moksha　　　　解脱する

この最終の目的である解脱のためには心の清らかさが必要であり、それには非利己的であることが不可欠なのです。
非利己的になることがニッティヤカルマの目的ですが、もうひとつニッティヤカルマが強く勧められる理由があります。それは我々の社会はすべて在家に依存して成り立っているからです。

子供はお金を稼げませんし、老人、出家者、病弱な人たちもお金を稼げません。

ですから、在家の人たちが自分と家族のためだけにしかお金を使わないなら、社会は成り立ちません。

このような理由で、ヒンドゥー教の聖典では他者への施し、奉仕が非常に高く賞賛されています。
聖典の中に「あなたがお金を持っていない時、悟りための唯一の方法は霊的実践である。あなたがお金をたくさん持っているとき、悟りのための有効な方法は寄付をすることである。」という言葉があります。さらにニッティヤカルマが勧められる、もう一つの少し面白い理由があります。
我々は毎日無意識のうちに、不本意ではありますが殺生を犯しています。

例えば掃除機で蟻などの虫を殺してしまいます。

主婦が料理のために火を使う時、小さな虫がその中に飛び込んでくることがあります。

我々が無意識の殺生によって犯してしまう毎日の罪を浄めるために、ニッティヤカルマが必要です。
４つのヨーガのうち、ギャーナ・ヨーガは実在のみを考え、それに集中します。

絶対の真理、無限、永遠のことだけを考え、その他のすべてを放棄します。

この考えをそのまま推し進めると、カルマも非実在なので、仕事もしませんし義務もありません。

しかしここで問題は、準備ができていないのにもかかわらず、いきなり文字通りのギャーナ・ヨーガを実践すると、外見上はすべての仕事を放棄しているように見えても、心の中は欲望でいっぱいです。

これは見せかけの放棄です。普通人が働くのは、自分の心の中の欲望を満足させるためです。

心の中に欲望があるにもかかわらず、形だけ放棄するのは矛盾です。まず、準備してください。
仕事をしないと、自分の潜在意識の中にどれほどの欲望があるのか、分かりません。

仕事をすることでどれだけの自惚れ、欲望、怒りがあるのか、自分の心の状態をテストできます。

普段は潜在意識下に隠れている自分の欠点が顕在化するのは、仕事をする時です。
カルマ・ヨーガはギャーナ・ヨーガに進むための準備です。第３章４節を見て下さい。

仕事を避け、何もせずにいたとしても、人は因果から解放されるわけでもなく、また形だけ出家遁世したからといって、三昧の境地に達するわけでもない。

ギャーナ・ヨーガのなかにNaishKarmaというアイデアがあります。
「何の義務もない」という意味ですが、まずカルマをして心の浄化をしないと、NaishKarmaの状態には到達しません。

皆さんがカルマ・ヨーガに加えて、ギャーナ・ヨーガを実践するのは結構ですが、最初からギャーナ・ヨーガのみというのは非常に困難で、これが可能な人は非常に稀です。
ですから皆さんには、カルマ・ヨーガ、ニッティヤカルマが大切です。

ここまでは、第２章４７節を４つに分けたうち、

(1)Karmanievadihikarahte

為すべきあなたの仕事(義務)をしなさい。

について説明しました。次は

(2)Maphaleshu Kadachana

その仕事の結果はあなたのものではない。

ですが、この部分は非常に誤解されやすい個所です。
仕事の結果を期待できないのに、なぜ仕事をする意欲が湧くのでしょうか？

余談ですが、スワミ・ランガナターナーンダジは、学生たちの住む寮の寮長でした。

学生たちは日課として野菜や果物を育てていましたが、バガヴァッド・ギーターの勉強もしていました。第２章４７節の「Maphaleshu Kadachana」を学んだ学生たちは、自分たちの毎日の生活をこの節に譬えて、「我々は野菜や果物を育てるというカルマをするが、その結果は我々のものでなく、お坊さんの口に入る」と言いました。

それを聞いたランガナターナーンダジは、その後４７節の本当の意味を学生たちに説明しました。
この箇所を理解するために、

私・仕事・仕事の結果・結果の享受

の４つのポイントがあります。
普通の考えでは、私が働くのだからその結果も自分が享受する、ということになります。

今問題なのは、その「私」とは誰かということです。分析、識別が必要です。
「私」には肉体、生命エネルギー、心、知性などのいろいろなレベルがありますが、これらは皆
一時的、相対的、有限です。ただ内なる自己であるアートマンのみが永遠です。
食事をする時は肉体で食べ、楽しむのは心です。アートマンは関係ありません。

働きの主体がアートマンではなく「一時的な私」であるため、執着、束縛、無知が生じ、悟りから遠ざかります。カルマ・ヨーガは悟るための道であるのに、カルマの結果束縛が生じるのは矛盾です。
ですからいつも仕事の際に絶えず識別しないと、カルマの結果また新しいカルマが生まれ、それを満足させるために再生が必要になります。
(4)Mate sangha astu akarmani

仕事の結果が自分のものにはならないからといって、仕事をしないのは許されない。

カルマの結果を自分で享受できないなら、やる気が起こらないのが自然なのですが、ではこの問題をどう解決したらいいのでしょうか？第２章４８節を見て下さい。
ダナンジャヤ(アルジュナ)よ！義務を忠実に遂行せよ。そして成功と失敗とに関するあらゆる執着を捨てよ。このような心の平静さをヨーガというのだ。
詳しくは次回説明しますが、ここで簡単に結論だけを言うなら、「全てのカルマは神様を喜ばせるために行う」です。
2

